
○「大事なもの」と「大事にしたいもの」

はチョッとちがう○

日々の生活の中には、さまざまなやりた

いこと、やらなくてはいけないことが、山

のようにある。１日２４時間という、限ら

れた時間の中では、すべてを行なうことは

できない。そこで自分なりの優先順位をつ

けて、大事だと思うことから行なっている

のだが…。

以前「７つの習慣」という本を読んでいた

ら、普段自分が選んでいる「大事なもの」

の多くは「緊急を要するもの」で、本当に

大事なものではないと書いてあり、驚いた。

これからは、自分の人生にとって本当に大

事なものを選んで行こうと思い、考えてみ

た。ところがいろいろと考え出すと、どれ

も「大事なもの」のように思えるし、また

本当は、そうでもないようにも思える。

どうも人生で本当に「大事なもの」は、

棺桶のふたを閉めるまでは分からないのか

もしれない。そこで、考え方を変えて、私

の人生で「大事にしたいもの」は何かを考

えてみた。

家庭を大事にしたい。仕事を大事にしたい。

友人関係を大事にしたい。今まで培ってき

た信用を大事にしたい。会社の役職や出世

も大事にしたい。人に嫌われたくない。収

入を増やしたい。傷つきたくない。今の生

活レベルを下げたくない。健康を害したく

ない。

う～む。掘り下げて行くと、私の大事にし

たいものは、プライドや地位、名誉になっ

てしまう。

プライド、地位、名誉にこだわることを、

執着という。私は執着を大事にしているの

だろうか。

袋小路に入りかけていた頃、主婦のＫさ

んの話を聞いた。

「夫婦関係が冷めてきた頃、夫が大事なの

ではなく、夫の収入を大事に思っているこ

とに気づき、別居して働きに出た。しかし、

収入が安定してくると、やっぱりひとりだ

けで生きていくのはさみしいと思うように

なった。夫ともう一度話し合ってみようと

思う」というような話である。

最初は夫が大事だと思い、本当は収入が大

事になり、収入が入るとまた、夫との関係

が大事に思えてくる。

「大事にしたいもの」は状況によって変わ

るものらしい。

では、結局元に戻るのならば、考えるだけ

無駄なのだろうか。

どうせ変わらないと、現状を肯定し何も

しないのと、現状を否定して行動し、更に

もう一度否定することは、結局元に戻った

としても、前とまったく同じにはならない。

少なくとも、同じ悩みに陥らなくてすむ。

自分を一つ知るということは、一つ悩み

が減るということになる。悩みが解けない

状態を苦しみと言うならば、人生の苦しみ

がひとつ減るわけだ。

人生に悩みが尽きることはないが、一つ

でも悩みを減らせれば、それに越したこと

はない。

今の自分は「執着」を大事にしているか

もしれないが、それもやがて変わっていけ

ば、いずれは「執着」から離れて行けるの

ではないだろうか。

少なくとも悩みや苦しみが減って行けば、

変わっていくだけの価値はある。

考えることで自分を知り、知ることでまた

自分を変えることができる。

そして自分の苦しみが少しでも減っていけ

ば、一歩ずつ成長している実感も持てる。

「大事にしたいもの」が変わりつづけるこ

とが、結局人生の「大事なこと」と言える

のかもしれない。
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